




1
2
3
4

1
2
3

1
2
3

1
2





第１章 開催概要

２

2 開催理念

□平成25年：第64回全国植樹祭鳥取県開催

持続可能な森林づくりによる地球環境の保全や、里山林等森と親しみながら共生して
ゆくライフスタイル、就業スタイル等の

「心癒される森林づくり」を推進します。

環境先進県「とっとり」をアピール

京都議定書の発効以降、森林のCO2吸収機能への国民的関心は高まっており、県内各地では「とっ

とり共生の森」や「森林環境保全税」、カーボンオフセットを活用した森林整備を始めとする、企業や県

民による森林保全活動の輪が広がりつつあります。

また、平成23年に開催されたCOP17において、平成25年から森林吸収量の算定手法に、新たに自国

産の伐採木材製品に含まれる炭素量が認められることとなり、森林の果たすべき役割が益々重要と

なってきます。

このような中、平成25年に開催する全国植樹祭では、環境先進県「とっとり」の活動を県内外に発信

し、今後更に森と親しみながら共生していく社会の実現を目指します。

■平成22年：国際生物多様性年
COP10（生物多様性条約第10回締約国会議）名古屋で開催。生物多様性損失に対する国民の危

惧が今まで以上に高まる。

■平成23年：国際森林年
持続可能な森林経営等について、認識を高めるよう国際的な取り組みの実施。

【日本の動き】
■平成25年：新たな環境戦略のスタート
京都議定書の延長には参加しないものの、引
き続き温室効果ガスの排出削減努力を続ける。
COP17では、森林吸収量の算出手法において
間伐や植林のほかに新たに自国産の伐採木材
製品に含まれる炭素量が認められることとなり、
森林吸収源対策として間伐などの森林整備を更
に推し進める。

【世界情勢】
■平成25年：京都議定書第二約束期間のス
タート
「国際森林年」の平成23年に南アフリカで開

催されたCOP17で、約束期間が切れる京都議定
書を平成29年末までの５年間、または平成31年
末までの7年間延長する第二約束期間を実施。
平成32年（2020年）に大排出国である中国や米
国を含めた新たな枠組みの発効を目指す。
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